
Q. 引越しや住替え、
建替えの予定はありますか？

B. NO

A. YES

Q. 耐震診断の結果は？
倒壊の恐れは？

B. 可能性は低い

A. 可能性あり

Q. 建てたのはいつ頃ですか？

A. 昭和 56年 6月～
 平成 12 年 5月

B. 平成 12 年 5月以降

Q. 耐震診断（住宅の健康診断）
を受けたことはありますか？

B. NO

A. YES

Q. 建てたのはいつ頃ですか？

A. 昭和 56年 5月以前

B. 昭和 56年 6月以降

Q. 引越し又は売買の予定は
ありますか？

B. NO

A. YES まずは
「耐震診断」

タイプA

考えよう
「除却と住替え、

建替え」

タイプB

しっかり
「耐震改修」

タイプC

命を守る
「耐震シェルター」

タイプD

油断大敵！
「耐震性能チェック」

タイプG

適切な
「維持管理を」

タイプ F

出来ることから
「部分改修」

タイプ E
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チャート式診断で、
住まいの危険度をチェックしよう♪地

震
が

来る
前に ! 木造戸建住宅にお住いの方向け

防災診断テスト

Q. 寝室など決まった場所に
いることが多い

B. NO

A. YES

Q. お金の掛かる耐震改修工事。
あなたならどちらを選ぶ？

B. 命だけは守る

A. 財産と命を守る

スタート

B A

A

A

B

B

B

あなたの
住まいに関する
おすすめ情報は？

まずは「耐震診断」タイプA

昭和 56年 5月以前に建築の住宅は大きな地震で倒壊
する危険性があります。
まずは地震に耐えれるかどうか専門家に耐震診断して
もらいましょう。

耐震診断の費用：5千円～　耐震診断の期間：１日～

住替え先、建替えの検討には、利便性や施設の充実度
と併せて住宅の耐震もチェックしましょう。
また、残った古い住宅は危険な老朽空家にせず、除却
するなど上手に活用しましょう。

タイプ B 考えよう
「除却と住替え、建替え」

除却工事の費用：150 ～ 200 万円

キッチンや浴室などのリフォームと併せて耐震改修す
れば経済的です。

除却工事の費用：150 ～ 350 万円
除却工事の期間：50 ～ 100 日

タイプ C しっかり「耐震改修」

大きな地震で住宅が倒壊した場合でも
安全な強度を備えたシェルター（避難
部屋）を設置することで地震被害から
命を守ります。

除却工事の費用：70 ～ 160 万円
除却工事の期間：20 ～ 80 日

タイプD 命を守る
「耐震シェルター」

当面の措置として、耐震基準に満たな
い水準での補強や、１階部分だけ補強
して地震の被害を抑えることも考えら
れます。

除却工事の費用：130 ～ 280 万円
除却工事の期間：30 ～ 100 日

出来ることから
「部分改修」

タイプ E

建物は経年により「雨漏り・漏水
による腐食」や「蟻害」による被害
が発生します。
いざという時に建物の耐震性が発揮
されるよう、適切な維持管理に努め
てください。

適切な
維持管理を！！

タイプ F

熊本地震では昭和56年6月から平成12年5月
までに建てられた木造住宅も被害が確認さ
れました。この原因として、柱とはり等との
接合部の接合方法が不十分であったことな
どが指摘されています。まずは「新耐震木造
住宅検証法」で安全性を確認しましょう。

タイプG 油断大敵！
「耐震性能チェック」
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